
105

近
　
　
　
代

開業当時の住吉駅（JR 住吉駅提供）



　

大
政
奉
還
の
の
ち
、
慶
応
四
年
（
一
八
六
八
年
七
月
）、
近

在
の
天
領
は
兵
庫
県
と
な
り
、
そ
の
初
代
知
事
に
伊
藤
博
文
が

就
任
す
る
。他
方
、尼
崎
藩
領
の
村
々
は
明
治
四
年（
一
八
七
一
）

七
月
の
廃
藩
置
県
で
尼
崎
県
と
改
め
ら
れ
、
さ
ら
に
同
年
十
一

月
に
こ
の
尼
崎
県
は
兵
庫
県
に
吸
収
さ
れ
る
。
そ
し
て
郡
区
町

村
編
制
法
が
明
治
十
一
年
（
一
八
七
八
）
に
制
定
さ
れ
る
と
こ

の
あ
た
り
は
、
一
区
三
十
三
郡
の
兵
庫
県
の
一
画
と
し
て
菟
原

郡
と
さ
れ
た
。
つ
い
で
、
明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）
の
市

制
、
町
村
制
の
施
行
は
、
東
灘
の
地
域
に
五
つ
の
行
政
町
村
を

誕
生
さ
せ
た
。
つ
ま
り
深
江
・
青
木
・
西
青
木
の
村
々
は
合
し

て
一
行
政
村
を
組
織
し
、
旧
庄
名
に
ち
な
ん
で
本
庄
村
と
称
し

た
。
大
き
な
住
吉
村
は
単
独
で
一
行
政
村
を
成
立
さ
せ
、魚
崎
・

横
屋
は
魚
崎
村
を
形
成
し
た
。
郡
家
・
御
影
・
東
明
・
石
屋
も

併
せ
て
御
影
町
と
な
っ
た
。
残
る
森
・
中
野
・
小
路
・
北
畑
・

田
辺
の
本
庄
の
村
々
は
、
旧
山
路
庄
の
田
中
・
岡
本
・
野
寄
と

一
体
に
な
っ
て
行
政
村
を
生
み
従
来
の
両
庄
名
か
ら
頭
文
字
を

採
っ
て
本
山
村
を
称
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
後
に
魚
崎
村
に
町

制
が
施
行
さ
れ
て
東
灘
区
成
立
前
の
五
か
町
村
が
誕
生
し
た
。

と
こ
ろ
で
明
治
二
十
九
年
（
一
八
九
六
）
に
自
治
体
と
し
て
の

郡
の
設
置
に
際
し
て
、
旧
来
の
武
庫
・
菟
原
・
八
部
の
三
郡
域

に
、
武
庫
郡
が
新
設
さ
れ
た
。

　

こ
の
間
、
明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
の
大
阪
・
神
戸
間
の

鉄
道
開
通
で
は
住
吉
に
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
設
け
ら
れ
、
明
治

二
十
二
年
（
一
八
八
九
）
に
は
東
海
道
全
線
が
開
通
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
明
治
三
十
八
年
（
一
九
〇
五
）
の
阪
神
、
大
正
九
年

（
一
九
二
〇
）
の
阪
急
の
両
電
鉄
や
、
昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）

の
阪
神
国
道
電
車
の
敷
設
は
、
こ
の
地
方
を
阪
神
両
市
と
直
結

さ
せ
た
。
農
村
は
し
だ
い
に
変
貌
し
た
。
人
口
は
徐
々
に
増
加

し
、
近
世
以
来
の
産
業
は
一
段
と
活
況
を
呈
し
た
。
灘
の
生
一

本
は
つ
と
に
全
国
に
と
ど
ろ
き
、御
影
石
の
切
出
し
も
増
大
し
、

水
車
に
よ
る
製
粉
は
こ
の
あ
た
り
に
素そ
う

麺め
ん

業
を
成
長
さ
せ
て
い

た
。
浜
辺
に
は
少
し
ず
つ
工
場
も
建
ち
始
め
て
い
く
。
ま
た
住

吉
や
御
影
は
高
級
住
宅
地
と
し
て
知
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
そ
の
発
展
も
常
に
順
調
で
あ
っ
た
と
は
言
え
な

い
。
昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
）
の
阪
神
大
水
害
で
は
、
住
吉

川
や
石
屋
川
は
泥
水
を
区
域
に
氾
濫
さ
せ
た
。
昭
和
二
十
年

（
一
九
四
五
）の
空
襲
は
、ほ
ぼ
全
区
域
を
焼
土
と
化
し
て
、人
々

の
生
活
を
破
壊
し
つ
く
し
た
。

　

こ
う
し
て
、
進
歩
を
続
け
た
東
灘
の
地
は
、
苦
難
の
中
に
、

近
代
と
い
う
時
代
を
終
え
た
の
で
あ
る
。
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村
　
界
　
の
　
碑

　

住
吉
川
下
流
の
西
岸
は
、
古
く
か
ら
住
吉
・
魚
崎
両
村
の
間

の
境
界
争
い
が
行
わ
れ
て
い
た
。
そ
の
和
解
成
立
と
境
界
を
示

す
大
き
な
石
碑
が
、
六
甲
ラ
イ
ナ
ー
「
魚
崎
駅
」
北
側
の
「
花

の
広
場
」（
住
吉
川
沿
い
）
に
建
て
ら
れ
て
い
る
。
碑
の
表
面

に
「
是
ヨ
リ
北　

住
吉
村　

世
話
掛　

山
下
八
郎
兵
衛
」、
他

面
に
「
是
ヨ
リ
南　

魚
崎
村　

世
話
掛　

下
浦
清
兵
衛
」
そ
し

て
側
面
に
「
明
治
十
四
年
三
月
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。
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大正時代の東灘（「武庫郡誌」付図から） 



御
　
影
　
標
　
柱

　

明
治
六
年（
一
八
七
三
）の
太
政
官
達
四
一
三
号
で
、政
府
は
、

江
戸
時
代
の
街
道
の
不
正
確
な
里
程
を
測
り
な
お
し
、
従
来
の

一
里
塚
に
代
っ
て
里
程
標
を
立
て
る
こ
と
を
命
じ
た
。
兵
庫
県

は
、
相
生
橋
の
西
、
今
の
神
戸
駅
東
の
J
R
ガ
ー
ド
の
あ
た

り
に
、
明
治
七
年
（
一
八
七
四
）、
木
の
標
柱
を
立
て
、
明
治

四
十
三
年
（
一
九
一
〇
）
二
月
、
高
さ
十
尺
の
石
柱
に
立
て
替

え
た
。
こ
れ
が
今
、
元
町
本
通
商
店
街
西
端
外
れ
の
緑
地
に
保

存
さ
れ
て
い
る
兵
庫
県
里
程
元
標
で
あ
る
。

　

さ
て
御
影
の
石
柱
は
、
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
二
月
に
立

て
ら
れ
た
武
庫
郡
御
影
町
道
路
元
標
で
、
四
面
に
、 

・
神
戸
元
標
へ	

弐
里
五
丁
九
間
参
分 

・
六
甲
山
を
越
へ
て
有
馬
標
柱
へ	

参
里
弐
拾
弐
丁
参
拾
五
間
四
分

　

尼
崎
標
柱
へ	

四
里
四
丁
弐
拾
六
間
九
分

　

守
部
を
経
て
伊
丹
標
柱
へ	

四
里
参
拾
壹
丁
拾
参
間
五
分

 

・
西
宮
標
柱
へ	

弐
里
五
丁
弐
拾
八
間
五
分

　

兵
庫
縣

　

管
轄
界
下
河
原
標
柱
へ	

五
里
拾
弐
丁
参
拾
六
間
四
分

　

大
阪
府

　

神
崎
標
柱
へ	

五
里
拾
参
丁
五
拾
壱
間
九
分

 

・
兵
庫
縣
武
庫
郡
御
影
町
ノ
内
御
影
町

と
刻
ま
れ
て
い
た
。

阪
神
御
影
駅
南
側
広
場
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石
屋
川
鉄
道
ト
ン
ネ
ル

　

東
京
・
横
浜
間
に
つ
づ
い
て
、
明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
に

神
戸
と
大
阪
を
結
ぶ
鉄
道
が
開
通
し
、
そ
の
間
に
三
宮
・
住
吉
・

西
宮
・
神
崎
の
駅
が
設
け
ら
れ
た
。

　

集
落
の
発
達
し
た
海
岸
地
帯
に
計
画
さ
れ
た
当
初
の
路
線

は
、「
汽
車
の
出
す
ゴ
ヘ
ラ
（
石
炭
）
の
煙
で
酒
が
腐
る
」
と

い
う
酒
造
家
の
反
対
に
あ
っ
て
挫
折
し
、
山
麓
部
を
通
る
こ
と

に
変
更
さ
れ
た
。
し
か
し
、
そ
こ
で
は
石
屋
川
・
住
吉
川
・
芦

屋
川
が
天
井
川
を
形
成
し
て
い
た
た
め
、
困
難
な
川
底
ト
ン

ネ
ル
を
掘
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
ジ
ョ
ン
・
ダ
イ
ア
ッ
ク

や
ト
マ
ス
・
グ
レ
ー
な
ど
外
人
技
師
に
よ
っ
て
、
明
治
三
年

（
一
八
七
〇
）
十
月
二
十
四
日
か
ら
九
か
月
の
月
日
を
か
け
て

完
成
さ
れ
た
石
屋
川
ト
ン
ネ
ル
は
、
日
本
最
初
の
鉄
道
ト
ン
ネ

ル
だ
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
の
新
聞
『
イ
ラ
ス
ト
レ
イ
テ
ッ
ド
・
ロ

ン
ド
ン
ニ
ュ
ー
ズ
』
は
、
文
明
化
時
の
日
本
の
こ
の
工
事
を
次

の
よ
う
に
英
国
民
に
報
道
し
て
い
る
。

　
「
大
阪
は
…
鉄
道
に
よ
っ
て
神
戸
の
港
と
連
結
さ
れ
て
い
る
。

…
す
で
に
な
さ
れ
た
こ
の
線
の
工
事
に
は
、
か
な
り
の
工
学
上

の
長
所
が
あ
る
。
三
つ
の
ト
ン
ネ
ル
が
あ
る
が
、
そ
の
ひ
と
つ

は
芦
屋
川
の
下
を
く
ぐ
る
も
の
で
、
延
長
三
百
六
十
五
フ
ィ
ー

ト
あ
り
、
日
本
に
お
け
る
煉
瓦
製
造
お
よ
び
組
立
工
事
の
う
ち

で
も
っ
と
も
立
派
な
も
の
だ
…
…
他
の
二
つ
は
、
石
屋
川
と
住

吉
川
の
そ
れ
で
、
と
も
に
第
一
に
あ
げ
た
も
の
よ
り
は
短
く
、

単
線
し
か
通
せ
な
い
円
形
ア
ー
チ
形
の
も
の
で
あ
る
。
…
…
い

ず
れ
も
三
つ
の
山
間
の
急
流
の
川
底
の
下
を
横
切
っ
て
掘
ら

れ
、
線
路
は
け
わ
し

く
海
に
向
っ
て
切
り

立
つ
山
の
麓
に
沿
っ

て
走
っ
て
い
る
」。

（
一
八
七
六
年
九
月
二

日
付
）

　

な
お
工
事
を
指
導

し
た
ジ
ョ
ン
・
ダ
イ

ア
ッ
ク
は
横
浜
外
国

人
墓
地
に
、
ト
マ
ス
・

グ
レ
ー
は
神
戸
の
修

法
が
原
外
国
人
墓
地

に
永
眠
し
て
い
る
。 

109

石屋川鉄道トンネル
（『むかしの神戸』から）



住
吉
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
碑

　

明
治
七
年
（
一
八
七
四
）、
大
阪
・
神
戸
間
に
鉄
道
が
建
設

さ
れ
、
そ
の
間
に
神か
ん

崎ざ
き

・
西
宮
・
住
吉
・
三
宮
の
駅
が
設
け
ら

れ
た
。
御
影
本
町
二
丁
目
の
白
鶴
酒
造
寮
東
南
か
ど
に
、
西
国

街
道
を
通
る
旅
人
に
住
吉
駅
を
教
え
る
道
し
る
べ
が
立
っ
て
い

る
。
明
治
十
四
年
（
一
八
八
一
）
六
月
に
、
土
地
の
嘉
納
治
良

平
・
萬
田
為
介
ら
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
も
の
で
、表
面
に
「
従

是
住
吉
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
迄
九
丁
四
十
五
間
」
と
あ
る
。

有
　
馬
　
道

　

江
戸
時
代
の
六
甲
越
え
の
有
馬
へ
の
道
（
参
照
81
ペ
ー
ジ
）

は
、
東
灘
区
森
か
ら
風
吹
岩
・
東
お
多
福
山
・
雨
ヶ
峠
・
本
庄

橋
・
六
甲
山
最
高
峰
東
・
射
場
山
腹
を
へ
て
、
灘
地
方
と
有
馬

と
を
直
結
し
て
い
た
。
し
か
し
、
明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
に

大
阪
・
神
戸
間
に
鉄
道
が
通
じ
て
駅
が
住
吉
に
開
設
さ
れ
る
と
、

こ
れ
ま
で
の
山
道
に
代
っ
て
、
駅
か
ら
住
吉
川
ぞ
い
に
山
中
に

入
り
、
本
庄
橋
の
と
こ
ろ
で
旧
六
甲
越
え
道
に
合
流
す
る
道
が

利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
が
住
吉
越
え
の
有
馬
道
で

あ
る
。『
有
馬
温
泉
誌
』
に
は
、「
路
は
停す
て

車い
し

場ょ
ん

よ
り
北
西
の
方

山
間
に
向
ひ
渓
流
に
沿
う
て
進
め
ば
次
第
に
上
る
。
此
間
渓
水

の
両
岸
絶
壁
に
し
て
奇
石
恠
巌
並
び
峙
ち
眺
め
面
白
し
。
七
輛

場
・
森
安
・
三
条
谷
と
て
各
茶
屋
あ
り
…
…
…
」
と
い
う
。

　

多
く
の
旅
人
の
中
に
は
、
明
治
二
十
三
年
（
一
八
九
〇
）
に

こ
こ
を
通
っ
て
紀
行
文
を
の
こ
し
た
（
参
照
112
ペ
ー
ジ
）
幸
田

露
伴
も
い
た
。
明
治
二
十
年
代
の
住
吉
駅
は
有
馬
へ
の
表
玄
関

だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
こ
の
道
も
、
交
通
の
発
達
の
中
で
次
第
に
衰
え
て

い
っ
た
。つ
ま
り
明
治
三
十
二
年（
一
八
九
九
）の
阪
鶴
鉄
道（
今

御
影
本
町
二
丁
目
二
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の
Ｊ
Ｒ
福
知
山
線
）の
開
通
と
三
田
・
生
瀬
の
駅
の
開
業
に
よ
っ

て
、住
吉
越
え
で
有
馬
を
訪
ね
る
人
々
は
姿
を
消
し
て
い
っ
た
。

昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
に
は
神
有
電
鉄
（
神
戸
電
鉄
）
が
通

じ
、
昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
）
の
水
害
で
谷
す
じ
の
道
は
壊

滅
し
、
交
通
の
歴
史
を
ひ
め
て
、
谷
川
の
せ
せ
ら
ぎ
に
包
ま
れ

深
い
眠
り
に
つ
い
た
。

　

昭
和
四
十
八
年
（
一
九
七
三
）、
こ
の
道
は
ふ
た
た
び
眠
り

か
ら
さ
め
た
。「
太
陽
と
緑
の
道
」
の
一
環
と
し
て
住
吉
道
と

し
て
整
備
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

有
馬
道
の
道
標
石

　

住
吉
駅
か
ら
有
馬
へ
の
交
通
は
す
た
れ
て
し
ま
っ
た
が
、
駅

の
北
方
、
有
馬
道
商
店
街
の
名
に
は
往
時
の
旅
の
お
も
か
げ
が

し
の
ば
れ
る
。
そ
の
商
店
街
の
北
は
ず
れ
の
三
叉
路
に
は
「
右

モ
左
モ
有
馬
道
」
と
い
う
親
切
な
道
し
る
べ
が
あ
る
。
ま
た
、

本
住
吉
神
社
の
東
南
に
も
、
約
一
・
五
ｍ
の
高
さ
の
「
有
馬
道

是
ヨ
リ
北
江
九
十
丁
」
と
い
う
道
標
が
残
っ
て
い
る
。
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住
吉
駅
よ
り
有
馬
道

　
（
明
治
二
十
三
年
）
五
月
六
日
の
朝
い
と
夙と

く
起
き
出
で
て

…
神
戸
行
き
の
一
番
汽
車
に
乗
り
て
、
有
馬
の
温
泉
へ
と
心
ざ

す
ま
ま
大
阪
を
も
突つ

と
通
り
抜
け
、
住
吉
々
々
と
駅
夫
の
呼
ぶ

時
心
得
た
り
と
飛
び
下
り
け
る
が
、
此こ

所こ

よ
り
有
馬
へ
は
三
里

に
足
ら
ぬ
と
こ
ろ
な
れ
ど
打
仰あ
お

ぐ
ば
か
り
の
山
を
望
み
て
上
る

こ
と
な
れ
ば
…
…
遂つ
い

に
二
挺
の
駕か

籠ご

を
連
ね
て
路
の
辺
の
草
花

を
品
し
樹
ぶ
り
を
評
し
合
ひ
な
ど
し
つ
つ
長の
ど

閑か

に
進
む
こ
と
と

な
り
ぬ
。
…
瑩め
ぐ

り
廻め
ぐ

り
て
上
る
す
が
ら
前
に
は
摩
耶
六
甲
の
山

山
の
赫あ
か

く
禿は

げ
た
る
と
こ
ろ
〴
〵
に
小
松
の
簇む
れ

生お

へ
る
を
見
、

背
に
は
晴
た
る
海
の
平
ら
か
に
し
て
日
の
光
り
を
受
け
た
る
帆

舟
の
彌い
や

白
く
見
ゆ
る
が
遠
く
近
く
浮
べ
る
を
見
る
な
ど
眺
望
の

興
少す
く
な

か
ら
ず
、
は
や
有
馬
に
着
き
た
り
…
…
。

幸
田
露
伴
『
ま
き
筆
日
記
』
よ
り

西
　
方
　
寺

　

浜
街
道
の
風
情
を
わ
ず
か
に
残
し
て
い
た
御
影
本
町
の
通
り

に
西
方
寺
が
あ
る
。
浄
土
真
宗
西
本
願
寺
末
で
、
阿
弥
陀
如

来
を
本
尊
と
し
、
山
号
を
影え
い

松し
ょ
う

山
と
い
う
。
明
治
二
十
五
年

（
一
八
九
二
）、
こ
の
あ
た
り
の
大
火
で
焼
失
し
、
開
基
創
建
年

月
も
不
詳
だ
が
、
宝
暦
六
年
（
一
七
五
六
）
に
今
の
寺
名
が
つ

け
ら
れ
た
と
さ
れ
る
。

　

明
治
三
十
八
年
（
一
九
〇
五
）
に
建
物
は
再
建
さ
れ
た
が
、

現
存
す
る
鐘
楼
・
門
・
井
戸
屋
形
な
ど
の
彫
り
物
は
み
ご
と
。

門
の
す
か
し
彫
り
の
一
角
に「
堺
市
彫
刻
師
西
川
竹
次
郎
勝
利
」

の
名
が
み
え
る
。 御

影
本
町
六
丁
目
三
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二
　
楽
　
荘

　

大
谷
光こ
う

瑞ず
い

は
、
明
如
上
人
の
子
と
し
て
明
治
九
年

（
一
八
七
六
）
に
生
ま
れ
、
西
域
探
検
に
大
き
な
功
績
を
残
し

た
西
本
願
寺
第
二
十
二
世
法
主
で
あ
る
。
二
楽
荘
は
、
彼
の
別

荘
で
あ
っ
た
。
彼
が
明
治
後
期
に
、
休
養
地
と
し
て
の
み
な
ら

ず
、
門
弟
の
才
子
を
集
め
て
教
育
の
場
を
造
ろ
う
と
考
え
な
が

ら
、
選
ん
だ
の
が
、
岡
本
の
天
王
台
で
あ
っ
た
。

　

明
治
四
十
年
（
一
九
〇
七
）
に
着
工
さ
れ
た
建
物
は
、
光
瑞

が
感
銘
を
う
け
て
い
た
イ
ン
ド
風
の
外
観
が
与
え
ら
れ
、
先
の

尖
っ
た
丸
屋
根
を
も
つ
二
階
建
（
一
部
三
階
建
）
の
建
物
で
、

赤
と
茶
の
サ
ン
ド
・
ス
ト
ー
ン
で
外
装
さ
れ
、
異
国
風
な
姿
を

山
腹
に
あ
ら
わ
し
て
い
た
。
ま
た
光
瑞
は
、
こ
の
邸
か
ら
山
麓

ま
で
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
を
建
設
、
邸
内
に
は
支
那
室
・
イ
ン
ド
室
・

ア
ラ
ビ
ア
室
な
ど
が
あ
る
豪
壮
な
も
の
だ
っ
た
。

　

こ
の
建
物
は
、
の
ち
に
久
原
房
之
助
に
買
収
さ
れ
、
甲
南
学

園
に
寄
贈
さ
れ
る
は
ず
で
あ
っ
た
が
、不
況
時
に
転
売
さ
れ
て
、

昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）
に
焼
失
し
て
し
ま
っ
た
。
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住
　
吉
　
学
　
園

　

阪
急
電
車
の
南
、
住
吉
川
の
西
岸
ち
か
く
の
閑
静
な
住
宅
地

の
一
角
に
あ
る
。

　

明
治
時
代
、
住
吉
は
高
級
住
宅
地
と
し
て
開
か
れ
、
多
く
の

名
士
が
邸
を
構
え
た
。
彼
ら
が
明
治
四
十
五
年
（
一
九
一
二
）

に
社
交
ク
ラ
ブ
と
し
て
、

観
音
林
倶
楽
部
を
設
立
し

た
の
が
、
今
の
住
吉
学
園

の
地
。
構
内
の
す
ず
し
い

木
陰
の
東
す
み
に
は
、
昭

和
十
三
年
（
一
九
三
八
）

の
水
害
の
惨
禍
を
伝
え
る

流
石
の
碑
が
あ
る
。

　

な
お
、
新
館
は
、
昭
和

五
十
七
年
（
一
九
八
二
）

一
月
に
改
築
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。

ヘ
ル
マ
ン
ハ
イ
ツ
と

　
　
　
シ
ー
メ
ン
ス
事
件

　

住
吉
川
東
の
住
宅
地
ヘ
ル
マ
ン
ハ
イ
ツ
は
、
大
正
時
代
に
内

閣
を
崩
壊
に
ま
で
導
い
た
海
軍
汚
職
シ
ー
メ
ン
ス
事
件
の
立
役

者
ヘ
ル
マ
ン
の
邸
宅
跡
で
あ
る
。

　

ド
イ
ツ
の
軍
事
企
業
シ
ー
メ
ン
ス
社
の
極
東
支
配
人
と
し

て
、
ビ
ク
ト
ル
・
ヘ
ル
マ
ン
が
本
山
に
来
た
の
は
明
治
末
。
そ

の
石
造
り
の
豪
邸
は
、
神
戸
に
多
い
コ
ロ
ニ
ア
ル
・
ス
タ
イ
ル

の
異
人
館
と
違
っ
て
、
本
格
的
な
中
世
城
郭
風
建
築
で
、
ヘ
ル

マ
ン
屋
敷
と
よ
ば
れ
て
い
た
。

　

大
正
三
年
（
一
九
一
四
）、
こ
の
シ
ー
メ
ン
ス
社
東
京
支
店

員
カ
ー
ル
・
リ
ヒ
テ
ル
が
、
同
支
店
か
ら
、
会
社
が
日
本
海
軍

高
官
に
贈
賄
し
て
い
る
事
実
を
示
す
書
類
を
盗
み
出
し
、
会
社

を
恐
喝
し
て
い
る
こ
と
が
明
る
み
に
出
た
。
ベ
ル
リ
ン
地
裁
が

リ
ヒ
テ
ル
に
懲
役
二
年
の
判
決
を
言
い
渡
し
た
と
い
う
ロ
イ

タ
ー
電
が
、
同
年
一
月
二
十
三
日
に
東
京
の
新
聞
で
報
じ
ら
れ

た
。
同
志
会
の
島
田
三
郎
は
、
海
軍
高
官
が
ビ
ッ
カ
ー
ス
社
・

ア
ー
ム
ス
ト
ロ
ン
グ
社
・
三
井
物
産
な
ど
か
ら
も
収
賄
し
て
い

る
事
実
を
つ
き
と
め
、
政
友
会
の
山
本
権
兵
衛
内
閣
へ
の
攻
撃

住
吉
本
町
三
丁
目
三
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を
開
始
。
つ
い
に
内
閣
は
総
辞
職
に
追
い
こ
ま
れ
た
。
そ
の
間
、

ヘ
ル
マ
ン
は
再
三
こ
の
邸
か
ら
上
京
し
て
斎
藤
実
海
相
と
密
談

し
て
い
る
。

　

こ
の
シ
ー
メ
ン
ス
事
件
の
結
果
、
ヘ
ル
マ
ン
は
軍
法
会
議
で

懲
役
二
年
・
執
行
猶
予
三
年
を
言
い
渡
さ
れ
て
シ
ー
メ
ン
ス
社

を
辞
し
た
。

　

彼
の
一
家
は
大
正
十
四
年
（
一
九
二
五
）
春
の
上
京
ま
で
、

こ
の
家
に
い
た
。
彼
ら
が
去
っ
て
か
ら
、
屋
敷
は
荒
廃
し
、
昭

和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
に
は
空
襲
に
あ
っ
た
。
ゲ
オ
ル
グ
・
デ
・

ラ
ラ
ン
ゲ
の
設
計
に
な
る
明
治
末
の
名
建
築
も
、
ス
パ
イ
の
住

ん
で
い
た
お
化
け
屋
敷
と
う
わ
さ
さ
れ
る
ほ
ど
荒
ん
で
い
っ
た
。

　

昭
和
四
十
四
年
頃
、
宅
地
造
成
に
よ
っ
て
屋
敷
は
完
全
に
取

り
こ
わ
さ
れ
、
ヘ
ル
マ
ン
ハ
イ
ツ
の
名
だ
け
が
残
っ
た
。
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神
戸
大
学
海
事
博
物
館

　

神
戸
大
学
深
江
キ
ャ
ン
パ
ス
の
正
門
を
入
る
と
、
す
ぐ
右
手

に
海
事
博
物
館
の
ど
っ
し
り
し
た
建
物
が
あ
る
。
こ
れ
は
昭
和

四
十
二
年
（
一
九
六
七
）
に
、
神
戸
商
船
大
学
（
現
神
戸
大
学

大
学
院
海
事
科
学
研
究
科
・
海
事
科
学
部
）
創
立
五
十
周
年
記

念
事
業
の
一
環 
と
し
て
建
設
さ
れ
た
も
の
で
、
広
く
海
事
に

関
す
る
参
考
資
料
を
収
集
し
展
示
し
て
、
教
育
、
研
究
の
資
料

を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
海
事
の
啓
発
に
努
め
る
ユ
ニ
ー
ク
な

博
物
館
で
あ
る
。
昭
和
三
十
三
年
（
一
九
五
八
）
に
学
内
の

一
隅
に
さ
さ
や
か
に
展
示
室
を
持
っ
て
い
た
海
事
参
考
館
を

拡
張
発
展
さ
せ
、
そ
の
後
海
事
資
料
館
を
経
て
平
成
十
六
年

（
二
〇
〇
四
）
に
現
在
の
海
事
博
物
館
に
な
っ
た
。

　

収
蔵
品
は
広
く
海
事
一
般
に
関
す
る
資
料
で
、
西
洋
型
帆
船

模
型
、航
海
用
器
具
、レ
シ
プ
ロ
機
関
模
型
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ

て
い
る
。
中
で
も
気
品
の
漂
う
朝
顔
丸
船
首
像
や
、
江
戸
時
代

に
描
か
れ
た
豪
華
な
海
路
図
屏
風
な
ど
は
逸
品
で
あ
る
。ま
た
、

大
小
約
二
十
隻
の
和
船
模
型
を
は
じ
め
、
す
で
に
姿
を
消
し
て

し
ま
っ
た
和
船
の
部
分
品
の
実
物
、
船
大
工
の
描
い
た
板
図
な

ど
の
和
船
関
係
資
料
は
、
他
に
類
例
を
見
な
い
貴
重
な
資
料
で

あ
る
。（
160
ペ
ー
ジ
一
覧
表
参
照
）

深
江
南
町
五
丁
目
一
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久
　
原
　
邸
　
跡

　

住
吉
や
岡
本
は
、
芦
屋
が
開
か
れ
る
以
前
に
、
高
級
住
宅
地

と
し
て
開
発
さ
れ
て
い
っ
た
。
そ
の
象
徴
と
し
て
、
岡
本
背
後

の
山
腹
に
建
て
ら
れ
た
二
楽
荘
と
、
住
吉
川
東
岸
野
寄
の
久
原

邸
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　

久
原
房
之
助
は
、
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
に
山
口
県
に
生

ま
れ
、
慶
応
義
塾
を
卒
業
後
、
実
業
界
に
進
出
し
た
。
小
坂
鉱

山
の
経
営
で
頭
角
を
あ
ら
わ
し
、
久
原
（
日
立
）
鉱
業
・
久
原

商
事
・
共
保
生
命
な
ど
を
興
し
て
久
原
財
閥
の
基
礎
を
築
い
た
。

昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
に
そ
れ
ら
を
義
兄
の
鮎
川
義
介
に
ゆ

だ
ね
、自
ら
は
政
友
会
の
衆
議
院
議
員
と
し
て
政
界
に
転
じ
た
。

田
中
義
一
内
閣
で
逓
信
大
臣
を
つ
と
め
た
あ
と
、
政
友
会
幹
事

長
・
同
総
裁
を
歴
任
す
る
。
そ
の
間
、
彼
は
本
山
村
に
住
み
地

域
の
社
会
事
業
に
も
貢
献
し
て
い
る
。
ま
た
彼
の
邸
の
広
大
さ

は
、
今
も
し
ば
し
ば
話
題
と
な
る
。
現
在
は
そ
の
邸
跡
に
、
高

層
住
宅
が
建
っ
て
い
る
。 西

岡
本
二
・
三
丁
目
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御
影
公
会
堂

　

こ
の
公
会
堂
は
、白
鶴
の
嘉
納
治
兵
衛
の
寄
附
金
に
よ
っ
て
、

昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）
六
月
に
着
工
、
翌
年
五
月
二
十
日
に

完
成
。
当
時
と
し
て
は
モ
ダ
ン
な
三
階
建
の
建
築
で
、
文
化
的

集
会
に
お
お
い
に
利
用
さ
れ
た
。

　

昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
の
空
襲
で
被
害
を
う
け
た
が
、

財
政
的
に
御
影
町
は
修
復
が
困
難
で
あ
っ
た
た
め
昭
和
二
十
五

年
（
一
九
五
〇
）
の
神
戸
市
編

入
後
、
市
の
手
で
改
修
さ
れ
、

昭
和
二
十
八
年
（
一
九
五
三
）

四
月
に
再
開
さ
れ
た
。
当
時
、

五
百
五
十
名
収
容
の
大
ホ
ー
ル

は
市
内
に
も
ま
れ
で
、
様
々
に

利
用
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
国
際

会
館
、
文
化
ホ
ー
ル
な
ど
の
建

設
で
利
用
者
は
減
少
し
た
が
、

今
も
、
石
屋
川
東
側
、
国
道
二

号
線
の
北
に
、
そ
の
気
品
あ
る

姿
を
の
こ
し
て
い
る
。

嘉か

納の
う

治じ

五ご

郎ろ
う

　
「
柔
道
の
父
」
と
呼
ば
れ
、
日
本
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
参
加
・

開
催
に
尽
力
し
た
嘉
納
治
五
郎
は
、
万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）

に
御
影
村
（
現
・
御
影
本
町
）
で
生
ま
れ
た
。
十
歳
で
父
に
連

れ
ら
れ
て
東
京
に
移
り
、
開
成
学
校
や
二
松
学
舎
で
英
語
や
漢

籍
を
学
び
、
十
八
歳
で
柔
術
を
学
び
始
め
た
。
東
京
帝
国
大
学

卒
業
の
こ
ろ
近
代
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
の
柔
道
を
創
始
し
、
道
場

「
講
道
館
」
を
開
い
た
。
嘉
納
は
「
精
力
善
用　

自
他
共
栄
」

を
理
念
と
し
て
、
身
体
の
鍛
錬
と
精
神
の
修
養
に
努
め
て
人
格

の
完
成
を
は
か
り
、
社
会
に
貢
献
す
る
こ
と
を
柔
道
の
目
的
と

し
た
。

　

職
業
人
と
し
て
の
嘉
納
は
教
育
者
で
、
第
五
高
等
中
学
校

（
現
・
熊
本
大
学
）
や
東
京
高
等
師
範
学
校
（
の
ち
の
東
京
教

育
大
学
）
の
校
長
を
務
め
、
学
校
体
育
指
導
や
教
員
育
成
に
尽

力
し
た
。
神
戸
で
は
、
嘉
納
の
発
案
で
設
立
さ
れ
た
御
影
教
育

議
会
に
よ
り
、
明
治
二
十
五
年
（
一
八
九
二
）
に
御
影
幼
稚
園

が
開
園
し
た
。
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
に
は
、
灘
の
酒
造
家

と
協
力
し
て
旧
制
灘
中
学
校
（
現
・
灘
中
学
校
・
灘
高
等
学
校
）

を
開
校
。
初
代
校
長
の
人
選
な
ど
を
支
援
し
、
開
校
・
入
学
式

御
影
石
町
四
丁
目
四
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を
は
じ
め
、
た
び
た
び
講
演
を
行
っ
て
い
る
。

　

嘉
納
は
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
に
も
強
い
関
心
を
も
ち
、
明
治

四
十
二
年
（
一
九
〇
九
）
に
東
洋
初
の
国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委

員
に
就
任
し
た
。
明
治
四
十
五
年
（
一
九
一
二
）
に
開
催
さ
れ

た
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
大
会
で
は
、
日
本
選
手
団
長
と
し
て
日
本

の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
初
参
加
を
実
現
し
た
。
ま
た
、
昭
和
十
五

年
（
一
九
四
〇
）
の
東
京
大
会
の
誘
致
に
成
功
し
た
が
、
大
会

は
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
で
の
戦
争

の
た
め
中
止

と
な
っ
た
。

昭
和
十
三
年

（
一
九
三
八
）、

カ
イ
ロ
で
の

Ｉ
Ｏ
Ｃ
総
会

を
終
え
て
ア

メ
リ
カ
に
立

ち
寄
り
、
船

で
帰
国
す
る

途
中
に
肺
炎

の
た
め
世
を
去
っ
た
。
嘉
納
は
千
葉
県
松
戸
市
の
八
柱
霊
園
に

埋
葬
さ
れ
た
。

　

平
成
二
十
九
年
（
二
〇
一
七
）、
御
影
公
会
堂
地
下
に
「
御

影
郷
土
資
料
室
・
嘉
納
治
五
郎
記
念
コ
ー
ナ
ー
」
が
設
け
ら
れ

た
。
嘉
納
の
活
動
を
紹
介
す
る
資
料
と
と
も
に
、
等
身
大
の
銅

像
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。（
160
ペ
ー
ジ
一
覧
表
参
照
）
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（御影公会堂地下「御影郷土資料室・嘉納治五郎記念コーナー」）



平ひ
ら

生お

釟は
ち

三さ
ぶ

郎ろ
う

　

慶
応
二
年

（
一
八
六
六
）

岐
阜
県
に
生

ま
れ
、
高
等

商
業
学
校

（
現
・
一
橋

大
学
）
を
卒

業
し
た
平
生

は
、
明
治
二
十
六
年
（
一
八
九
三
）
に
兵
庫
県
立
神
戸
商
業
学

校
（
現
・
兵
庫
県
立
神
戸
商
業
高
等
学
校
）
校
長
に
就
任
。
そ

の
後
、
住
吉
村
の
村
会
議
員
を
務
め
る
な
ど
、
教
育
社
会
事
業

に
尽
く
し
た
。
明
治
四
十
四
年
（
一
九
一
一
）
に
甲
南
幼
稚
園

創
立
に
参
画
、
大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
に
は
岡
本
の
地
に

旧
制
甲
南
中
学
校
を
創
立
、
大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）
に

七
年
制
甲
南
高
等
学
校
へ
と
発
展
し
た
。
平
生
は
昭
和
二
十

年
（
一
九
四
五
）
に
八
十
歳
で
亡
く
な
り
、
昭
和
二
十
六
年

（
一
九
五
一
）
に
開
学
し
た
甲
南
大
学
を
見
る
こ
と
は
で
き
な

か
っ
た
。

　

一
方
で
平
生
は
、
甲
南
病
院
の
設
立
（
昭
和
六
年
／

一
九
三
一
）
に
も
尽
力
。
さ
ら
に
東
京
海
上
火
災
「
中
興
の
祖
」

と
も
称
さ
れ
た
実
業
家
と
し
て
の
手
腕
を
買
わ
れ
、
昭
和
八
年

（
一
九
三
三
）
に
川
崎
造
船
所
社
長
に
就
任
し
、
再
建
を
果
た

し
た
。
昭
和
十
一
年
（
一
九
三
六
）
に
は
、
広
田
弘
毅
内
閣
の

文
部
大
臣
に
就
任
し
た
。

平
生
記
念
館

　

昭
和
四
十
九

年
（
一
九
七
四
）、

甲
南
学
園
の
同

窓
会
に
よ
っ
て

平
生
邸
跡
に
建

設
。
教
育
者
・

平
生
釟
三
郎
の

活
躍
を
現
在
に

伝
え
て
い
る
。

住
吉
本
町
二
丁
目
二
十
九
－
十
五
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平生記念館

平生釟三郎
（学校法人甲南学園提供）



貴き

志し

康こ
う

一い
ち

　

明
治
四
十
二
年
（
一
九
〇
九
）
大
阪
府
生
ま
れ
。
九
歳
の
頃

に
現
在
の
芦
屋
市
に
引
越
し
、
翌
年
か
ら
甲
南
小
学
校
に
通
う

よ
う
に
な
っ
た
。
十
歳
で
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
を
始
め
、ミ
ハ
エ
ル
・

ウ
ェ
ク
ス
ラ
ー
に
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
を
、
宝
塚
交
響
楽
団
の
指
揮

者
の
ヨ
ゼ
フ
・
ラ
ス
カ
に
音
楽
理
論
を
学
ん
だ
。
当
時
、
東
灘

の
深
江
に
は
、
先
述
の
ウ
ェ
ク
ス
ラ
ー
や
ラ
ス
カ
な
ど
外
国
人

音
楽
家
が
集
ま
っ
た
一
画
が
あ
り
、
貴
志
康
一
は
こ
こ
で
西
洋

音
楽
の
基
礎
を
築
い
た
。

　

大
正
十
五
年

（
一
九
二
六
）、

甲
南
高
等
学
校

高
等
科
を
中
退

し
、
ス
イ
ス
の

ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
音

楽
院
に
留
学
し

た
。
二
年
後
に

ド
イ
ツ
の
ベ
ル

リ
ン
高
等
音
楽

学
校
ヴ
ァ
イ
オ

リ
ン
科
に
入
学
し
、
作
曲
家
の
ヒ
ン
デ
ミ
ッ
ト
や
指
揮
者
の
フ

ル
ト
ヴ
ェ
ン
グ
ラ
ー
と
も
交
流
し
て
多
大
な
影
響
を
受
け
た
。

や
が
て
貴
志
は
作
曲
や
指
揮
に
も
強
い
関
心
を
持
つ
よ
う
に
な

る
。
昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）、
近
衛
秀
麿
に
続
い
て
日
本
人

と
し
て
は
二
番
目
に
、
ベ
ル
リ
ン
・
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦

楽
団
を
指
揮
し
、
自
作
の
交
響
曲
「
仏
陀
」
を
発
表
し
た
。

　

昭
和
十
年
（
一
九
三
五
）
に
帰
国
し
、
新
交
響
楽
団
（
現
・

N
H
K
交
響
楽
団
）
を
指
揮
す
る
な
ど
活
躍
し
た
が
、
昭
和

十
二
年
（
一
九
三
七
）
に
病
気
の
た
め
世
を
去
っ
た
。
二
十
八

歳
で
あ
っ
た
。

　

甲
南
学
園
に
は
「
貴
志
康
一
記
念
室
」
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、

彼
の
自
筆
の
楽
譜
や
レ
コ
ー
ド
、
書
簡
な
ど
が
保
管
さ
れ
て
い

る
。
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白
鶴
美
術
館

　

住
吉
川
の
西
岸
に
緑
の
山
地
を
背
に
し
て
立
つ
、
青
銅
屋
根

の
白
鶴
美
術
館
が
あ
る
。

　

白
鶴
酒
造
七
代
目
の
嘉か

納の
う

治
兵
衛
（
鶴
翁
）
は
、
明
治
三
十

年
（
一
八
九
七
）
頃
か
ら
約
五
十
年
間
古
美
術
品

を
収
集
し
、
こ
と
に
昭
和
初
期
に
は
中
国
の
青
銅

器
収
集
に
力
を
入
れ
た
。
彼
は
死
後
に
収
集
品
が

散
逸
す
る
の
を
防
ぎ
、
人
々
に
公
開
す
る
た
め
昭

和
六
年
（
一
九
三
一
）、
財
団
法
人
を
設
立
し
た
。

昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
五
月
二
十
六
日
に
開
館
。

現
在
毎
年
、
春
と
秋
に
定
期
展
を
催
し
て
い
る
。

収
蔵
品
の
う
ち
、
商
周
時
代
の
青
銅
器
や
漢
～
明

時
代
の
陶
磁
器
は
世
界
に
誇
る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で

あ
り
、
日
本
の
飛
鳥
～
鎌
倉
時
代
の
染
織
品
・
金

工
品
・
漆
器
、
鎌
倉
～
江
戸
時
代
の
絵
画
も
貴
重

な
文
化
財
で
あ
る
。
二
件
の
国
宝
の
ほ
か
二
十
二

件
の
重
要
文
化
財
が
あ
る
。
ま
た
、
中
庭
に
あ
る

青
銅
の
灯
篭
は
東
大
寺
大
仏
殿
前
の
灯
篭
を
写
し

た
も
の
で
、
そ
の
す
か
し
彫
り
も
美
し
い
。

　

ま
た
平
成
七
年
（
一
九
九
五
）
に
は
、
本
館
の
南
側
に
十
七

～
二
十
世
紀
に
織
ら
れ
た
中
東
（
イ
ラ
ン
・
ト
ル
コ
・
コ
ー
カ

サ
ス
地
方
）
の
絨じ
ゅ
う

毯
を
展
示
す
る
新
館
が
誕
生
し
た
。
十
代
目

嘉
納
秀
郎
が
収
集
し
た
も
の
で
日
本
初
の
カ
ー
ペ
ッ
ト
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
で
あ
る
。（
160
ペ
ー
ジ
一
覧
表
参
照
）  

住
吉
山
手
六
丁
目
一

市
バ
ス
白
鶴
美
術
館
前
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白鶴美術館新館（白鶴美術館提供）



123

白鶴美術館（白鶴美術館提供）

重要文化財　白地黒掻落菴文梅瓶（白鶴美術館提供）



流
　
石
　
碑

　

急
な
天
井
川
を
な
す
住
吉
川
は
、
た
び
た
び
氾
濫
し
て
流
域

に
大
き
な
被
害
を
与
え
た
。

　

古
く
、永
正
元
年
（
一
五
〇
四
）
の
水
害
は
、観
音
林
に
あ
っ

た
と
い
う
禅
寺
・
慈
明
寺
を
あ
と
か
た
も
な
く
流
失
せ
し
め
た

こ
と
か
ら
、
慈じ

明め
い

寺じ

流な
が

れ
と
よ
ば
れ
て
伝
説
化
し
て
い
る
。
近

く
は
、
昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
）
の
阪
神
大
水
害
の
恐
怖
が

記
憶
に
新
し
い
（
参
照
127
ペ
ー
ジ
）。
住
吉
学
園
内
に
あ
る
流

石
の
碑
は
、
こ
の
災
害
を
記
念
し
て
建
て
ら
れ
た
。

　

水
害
で
流
れ
て
き
た
巨
岩
を
そ
の
ま
ま
利
用
し
、
碑
の
高
さ

は
出
水
時
の
泥
水
の
高
さ
を
示
し
て
い
る
。
約
三
十
ト
ン
の
こ

の
巨
岩
の
台
座
に
は
次
の
よ
う
に
刻
ま
れ
て
い
る
。

　
「
七
月
五
日
午
前
九
時
三
十
分
連
日
ノ
降
雨
ニ
加
フ
ル
ニ
朝

来
ノ
一
大
豪
雨
ハ
六
甲
背
山
ヲ
削
リ
テ
見
ル
モ
恐
シ
キ
山
津
波

ヲ
起
シ
住
吉
川
畔
一
帯
ヲ
初
メ
殆
ド
全
村
ニ
互
リ
テ
濁
流
土
砂

奔
馬
ノ
如
ク
荒
レ
狂
瀾
怒
濤
幾
千
貫
ノ
巨
巌
唸
リ
ヲ
生
シ
テ
飛

ヒ
其
ノ
凄
惨
ナ
ル
光
景
慄
然
ト
シ
テ
言
語
ニ
絶
ス
…
…
三
十
三

ノ
生
霊
ヲ
呑
ミ
流
失
全
壊
ノ
家
屋
百
有
余
全
村
七
割
二
千
七
百

戸
ニ
多
大
ノ
災
禍
ヲ
興
へ
文
化
ヲ
誇
リ
シ
住
宅
街
モ
一
朝
ニ
シ

テ
土
砂
堆
積
シ
巨
巌
磊
砢
タ
ル
荒
野
ト
化
セ
リ
…
…
」

　

ま
た
、
甲
南
小
学
校
正
門
付
近
に
も
、
洪
水
に
対
し
て
「
常

ニ
備
ヘ
ヨ
」
と
書
か
れ
た
平
生
釟
三
郎
の
碑
が
あ
る
。

住
吉
本
町
三
丁
目
三

住
吉
学
園
内
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洪
水
水
位
の
石
碑

　

住
吉
川
が
東
谷
と
西
谷
と
に
わ
か
れ
る
落
合
橋
の
、
や
や
東

に
立
つ
『
水
災
記
念
』
碑
に
は
、
台
座
の
右
わ
き
に
阪
神
大
水

害
の
最
高
時
の
洪
水
水
位
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

住
吉
台
二
番

市
バ
ス
白
鶴
美
術
館
前
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昭和 13 年阪神大水害－住吉川国道 2 号線付近－
（神戸市文書館提供）

洪水水位の碑



春か
す

　
日が

　
神
　
社

　

天あ
め

児の
こ

屋や

根ね

命
を
祭
神
と
す
る
旧
西
青
木
村
の
氏
神
。
緑
起
は

判
然
と
し
な
い
が
、
こ
の
あ
た
り
は
か
つ
て
山
路
荘
で
あ
り
、

荘
総
氏
神
の
本
住
吉
神
社
の
祭
日
に
は
、
こ
の
春
日
神
社
か
ら

西
青
木
の
だ
ん
じ
り
が
本
住
吉
神
社
ま
で
曳
か
れ
て
行
っ
た
。

だ
ん
じ
り
倉
は
、
境
内
に
現
存
し
て
い
る
。

　

拝
殿
西
方
に
は
、
昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
）
の
阪
神
大
水

害
の
記
念
碑
が
あ
る
。
濁
流
に
よ
っ
て
こ
の
あ
た
り
に
流
さ
れ

て
き
た
巨
石
を
利
用
し
た
碑
の
表
面
に
は
「
七
月
五
日
阪
神
間

六
甲
山
麓
ヲ
襲
ヒ

タ
ル
水
災
、
天
上

川
（
神
社
す
ぐ
西

の
川
）
ヲ
氾
濫
セ

シ
メ
遂
ニ
西
青
木

全
區
五
百
餘
戸
ニ

甚
大
ナ
ル
水
禍
ヲ

及
ボ
セ
リ
…
」
と

刻
ま
れ
て
い
る
。 

北
青
木
四
丁
目
二
十
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阪
神
大
水
害

　
　
　「
細さ
さ
め

雪ゆ
き

」　 

谷
崎
潤
一
郎

　

七
月
五
日
の
朝
の
事
で
あ
っ
た
。
い
っ
た
い
今
年
は
五
月
時

分
か
ら
例
年
よ
り
も
降
雨
量
が
多
く
、
入
梅
に
な
っ
て
か
ら
は

ず
っ
と
降
り
続
け
て
ゐ
て
、
七
月
に
這
入
っ
て
か
ら
も
、
三
日

に
又
し
て
も
降
り
始
め
て
四
日
も
終
日
降
り
暮
し
て
ゐ
た
の
で

あ
る
が
、
五
日
の
明
け
方
か
ら
は
俄
に
沛は
い

然ぜ
ん

た
る
豪
雨
と
な
っ

て
い
つ
止
む
と
も
見
え
ぬ
気け

色し
き

で
あ
っ
た
。
…
…
…
…
住
吉
川

の
氾
濫
の
状
況
が
や
や
伝
は
っ
て
来
て
、
国
道
の
田
中
か
ら

以
西
は
全
部
大
河
の
や
う
に
な
っ
て
濁
流
が
渦
巻
い
て
ゐ
る

こ
と
、
従
っ
て
野
寄
、
横
屋
、
青
木
等
が
最
も
悲
惨
で
あ
る

ら
し
い
こ
と
、
国
道
以
南
は
甲
南
市
場
も
、
ゴ
ル
フ
場
も
な

く
な
っ
て
、
直
ち
に
海
に
つ
な
が
っ
て
ゐ
る
こ
と
…
…
…
…

（
本
山
駅
）
構
内
に
も
刻
々
侵
入
し
つ
つ
あ
る
の
で
、
入
り
口

に
土
囊
や
蓆む
し
ろ

を
積
み
上
げ
て
、
駅
員
だ
の
学
生
だ
の
が
代
る

〴
〵
、
隙
間
か
ら
漏
れ
て
来
る
水
を
帚ほ
う

木き

で
掃
き
出
し
て
ゐ

る
。
…
…
…
…
田
中
の
小
川
が
氾
濫
し
て
い
て
、
そ
れ
に
架
し

た
鉄
橋
の
上
に
さ
し
か
か
っ
て
い
た
。
…
…
…
…
六
甲
の
山
奥

か
ら
溢
れ
出
し
た
山
津
浪
な
の
で
、
真
っ
白
な
波
頭
を
立
て
た

怒ど

濤た
う

が
飛ひ

沫ま
つ

を
上
げ
な
が
ら
後
か
ら
〳
〵
押
し
寄
せ
て
来
つ
つ

あ
っ
て
、
恰
も
全
体
が
沸ふ
つ

々ふ
つ

と
煮
え
く
り
返
る
湯
の
よ
う
に
見

え
る
。た
し
か
に
此
の
波
の
立
っ
た
と
こ
ろ
は
川
で
な
く
て
海
、

…
…
…
…
ど
す
黒
く
濁
っ
た
、
土
用
波
が
寄
せ
る
時
の
泥
海
で

あ
る
。
…
…
…
…
漸
く
三
時
頃
に
な
っ
て
雨
が
全
く
止
み
、
と

こ
ろ
〴
〵
に
青
空
が
覗の
ぞ

き
始
め
る
と
、
次
第
に
少
し
づ
つ
退ひ

い

て
行
っ
た
。
…
…
…
…
…
あ
れ
か
ら
又
い
ろ
〳
〵
と
聞
き
込
ん

だ
…
…
…
…
た
と
へ
ば
住
吉
川
の
上
流
、
白
鶴
美
術
館
か
ら
野

村
邸
に
至
る
あ
た
り
の
、
数
十
丈
の
深
さ
の
谷
が
土
砂
と
巨
岩

の
た
め
に
跡
形
も
な
く
埋
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
、
国
道
の
住
吉

川
に
架
し
た
橋
の
上
に
は
、
数
百
貫
も
あ
る
大
き
な
石
と
、
皮

が
擦す

り
剥む

け
て
丸
太
の
や
う
に
な
っ
た
大
木
と
が
、
累る
い

々る
い

と
積

み
重
な
っ
て
交
通
を
阻
害
し
て
ゐ
る
こ
と
、
そ
の
手
前
二
三
丁

の
南
側
の
、
道
路
よ
り
低
い
所
に
あ
る
甲
南
ア
パ
ー
ト
の
前
に

多
く
の
屍
骸
が
流
れ
着
い
て
ゐ
る
こ
と
、
そ
れ
ら
の
屍
骸
は
皆

全
身
に
土
砂
が
こ
び
り
着
い
て
ゐ
て
顔
も
風
態
も
分
ら
ぬ
こ

と
、
神
戸
市
内
も
相
当
の
出
水
で
、
阪
神
電
車
の
地
下
線
に
水

が
流
れ
込
ん
だ
た
め
に
乗
客
の
溺
死
者
が
可
な
り
あ
る
ら
し
い

こ
と
…
…
…
…
。
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昭和 13 年 7 月 3 日～ 6 日までの総雨量図（『神戸市水害誌』より）　単位は㎜



谷
崎
文
学
と
東
灘
　

　

大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）、
関
東
大
震
災
に
遭
っ
た
谷
崎

潤
一
郎
は
、
芦
屋
の
知
人
宅
に
身
を
寄
せ
た
あ
と
、
一
旦
、
京

都
に
住
み
、
翌
年
三
月
本
山
町
北
畑
の
本
山
第
一
小
学
校
東
隣

り
に
居
を
移
し
た
。
こ
こ
で
『
痴
人
の
愛
』
が
書
か
れ
、
大
正

十
五
年
（
一
九
二
六
）
に
岡
本
へ
移
転
し
て
『
蓼
喰
う
虫
』
が

書
か
れ
た
と
い
う
が
、
こ
れ
ら
の
旧
宅
は
現
存
し
な
い
。

　

昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
の
秋
に
、
彼
は
岡
本
梅
林
近
く
に

土
地
を
買
い
望
み
ど
お
り
の
間
取
り
の
家
を
建
て
て
落
ち
つ
く

が
、こ
れ
が
岡
本
七
丁
目
十
三
に
あ
っ
た
ク
リ
セ
ル
邸
で
あ
る
。

こ
の
家
は
四
面
観
音
開
き
の
総
桧
造
り
で
、
和
・
洋
・
中
の
混
っ

た
装
飾
を
も
つ
独
特
な
建
物
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
住
ん
で
い
る

あ
い
だ
に
、
潤
一
郎
は
瀬
戸
内
海
の
家
島
を
旅
し
て
『
乱
菊
物

語
』
を
、
吉
野
を
訪
れ
て
『
吉
野
葛
』
を
執
筆
し
た
。

　

昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
に
、
こ
の
岡
本
の
家
を
去
っ
て
、

魚
崎
北
町
（
当
時
の
横
屋
）
や
芦
屋
に
住
ん
だ
あ
と
、
昭
和

十
一
年
（
一
九
三
六
）
の
秋
に
住
吉
村
反
高
林
（
現
在
の
住
吉

東
町
一
丁
目
）
に
移
り
住
ん
だ
。
そ
の
間
に
丁
未
子
夫
人
と
の

結
婚
や
離
婚
、『
春
琴
抄
』の
完
成
、松
子
夫
人
と
の
結
婚
が
あ
っ
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た
。 

　

こ
の
反
高
林
の
家
（
今
の
倚
松
庵
）
で
、彼
は
、代
表
作
『
細

雪
』
に
も
描
か
れ
て
い
る
昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
）
の
阪
神

大
水
害
を
体
験
し
た
わ
け
で
あ
る
。
昭
和
十
八
年（
一
九
四
三
）

に
は
、
こ
こ
か
ら
住
吉
川
を
へ
だ
て
た
対
岸
、
反
高
橋
東
詰

（
当
時
の
魚
崎
町
魚
崎
）
に
転
居
し
た
。
そ
の
家
は
昭
和
二
十

年
（
一
九
四
五
）
に
空
襲
に
あ
っ
て
焼
失
し
、
彼
は
の
ち
に
岡

山
県
津
山
に
移
っ
て
い
っ
た
。

　

大
正
末
か
ら
昭
和
前
期
の
二
十
年
間
を
過
し
た
谷
崎
潤
一
郎

は
「
わ
が
宿
は
莵
原
住
吉
芦
屋
潟
海
の
な
が
め
を
南
に
見
る
」

と
、
こ
の
地
を
愛
し
、
こ
の
地
は
ま
た
彼
の
作
品
に
多
く
の
影

響
を
与
え
た
。
こ
の
よ
う
な
谷
崎
文
学
と
東
灘
の
関
係
を
記
念

し
て
、
彼
の
生
誕
百
年
に
あ
た
る
昭
和
六
十
年
（
一
九
八
五
）

に
二
つ
の
文
学
碑
が
建
て
ら
れ
た
。
住
吉
本
町
の
阿
弥
陀
寺
の

門
前
の
歌
碑
に
は
昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）
四
月
十
五
日
に

熱
海
に
む
か
っ
て
疎
開
す
る
際
に
住
吉
駅
で
詠
ん
だ
「
故
里
の

花
に
心
を
残
し
つ
つ
立
つ
や
か
す
み
の
莵
原
住
吉
」
の
歌
が
、

ま
た
、『
細
雪
』
に
も
描
か
れ
た
本
山
第
二
小
学
校
の
校
庭
に

は
『
細
雪
』
の
一
節
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
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倚
　
松
　
庵

　

東
灘
か
ら
芦
屋
に
か
け
て
数
あ
る
谷
崎
潤
一
郎
旧
宅
の
う

ち
、
旧
住
吉
村
反
高
林
の
家
は
、
現
在
「
倚
松
庵
」
の
名
で
保

存
、
一
般
公
開
さ
れ
て
い
る
。

　

谷
崎
が
昭
和
十
一
年
（
一
九
三
六
）
か
ら
七
年
間
住
ん
だ
こ

の
家
は
、
昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
に
建
て
ら
れ
た
簡
素
な
外

観
の
日
本
家
屋
で
、
一
階
に
洋
間
二
間
・
和
室
二
間
に
台
所
、

二
階
に
三
つ
の
和
室
が
あ
る
。
理
想
の
女
性
松
子
に
依よ

る
こ
と

に
か
け
て
倚
松
庵
と
号
し
た
と
さ
れ
る
谷
崎
は
、
こ
こ
で
松
子

や
そ
の
妹
の
重
子
や
信
子
ら
と
生
活
し
、
彼
女
ら
を
モ
デ
ル
に

『
細
雪
』
を
構
想
、
執
筆
し
た
。
ま
た
、
こ
こ
で
谷
崎
は
、
昭

和
十
三
年
（
一
九
三
八
）
に
『
源
氏
物
語
』
の
現
代
語
訳
を
完

成
し
て
い
る
。

　

建
物
は
も
と
は
約
百
五
十
ｍ
南
に
あ
っ
た
が
、
平
成
二
年

（
一
九
九
〇
）に
現
在
地
に
移
築
・
公
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

館
内
に
は
、
谷
崎
作
品
も
展
示
さ
れ
て
い
る
。 

住
吉
東
町
一
丁
目

阪
神
魚
崎
駅

131

倚　松　庵



朱あ
か

鳥と
り

居い

と
空
襲

　

稲
荷
筋
の
道
が
、
国
道
二
号
線
と
交
叉
す
る
北
側
に
、
稲
荷

筋
を
ま
た
い
で
高
さ
五
・
八
ｍ
の
大
き
な
鳥
居
が
立
っ
て
い
る
。

昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
に
建
て
ら
れ
た
こ
の
鳥
居
の
前
に
は
、

蜀
山
人
が
『
革
令
紀
行
』
に
も
記
し
て
い
る
「
稲
荷
之
社
従
是

三
町
」
と
い
う
石
碑
が
立
っ
て
い
る
。
西
国
街
道
か
ら
森
稲
荷

へ
の
分
岐
点
だ
。

　

が
、
こ
の
朱
鳥
居
は
い
た
ま
し
い
歴
史
を
も
秘
め
て
い
る
。

第
二
次
世
界
大
戦
末
期
の
昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
五
月

十
一
日
の
空
襲
の
時
で
あ
る
。

　

午
前
八
時
四
十
分
、
大
阪
・
京
都
・
兵
庫
に
空
襲
警
報
発
令
。

青
木
に
あ
っ
た
川
西
航
空
機
甲
南
製
作
所（
今
の
新
明
和
工
業
）

も
攻
撃
目
標
だ
っ
た
。
そ
の
こ
と
は
、
五
月
五
日
夜
半
に
撃
墜

さ
れ
た
Ｂ
29
の
飛
行
士
が
持
っ
て
い
た
航
空
写
真
か
ら
、
す
で

に
知
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
写
真
に
は
、
十
一
日
の
川
西
航
空
機

爆
撃
計
画
、
付
近
の
目
印
と
し
て
こ
の
朱
鳥
居
が
記
入
さ
れ
て

い
た
。
そ
の
日
、
六
十
機
の
Ｂ
29
は
灘
・
東
灘
の
地
域
に
数
百

発
の
爆
弾
を
落
し
た
。
工
場
に
は
二
七
〇
発
、
商
船
学
校
に
は

約
三
〇
発
の
爆
弾
が
落
さ
れ
た
。
こ
の
日
、
一
二
〇
三
人
が
死

亡
し
八
二
四
人
が
傷
つ
い
た
。「
神
戸
女
子
薬
学
専
門
学
校
の

救
護
隊
は
医
療
隊
・
担
架
隊
を
編
成
・
七
十
の
担
架
を
血
に
染

め
な
が
ら
負
傷
者
の
救
護
に
あ
た
り
、
三
㎞
を
往
復
し
て
重
傷

者
を
学
校
に
収
容
、
か
い
が
い
し
き
働
き
を
み
せ
た
。
爆
弾
で

飛
散
し
た
犠
牲
者
の
一
片
の
肉
塊
・
手
足
ま
で
も
て
い
ね
い
に

拾
い
ま
わ
っ
て
い
た
（『
神
戸
市
史
第
三
集
』）。」 

　

さ
ら
に
、

六
月
五
・
七

日
、
八
月

五
・
六
日
の

空
襲
で
、

市
民
生
活

は
完
全
な

破
壊
に
さ

ら
さ
れ
た
。 

森
南
町
三
丁
目

市
バ
ス
、
阪
神
バ
ス
森
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米
軍
の
空
襲

　
　「
火ほ

垂た

る
の
墓
」　
　
野
坂
昭
如

　

六
月
五
日
神
戸
は
Ｂ
二
九
、三
百
五
十
機
の
編
隊
に
よ
る
空

襲
を
受
け
、
葺
合
・
灘
・
須
磨
及
び
東
神
戸
五
か
町
村
こ
と
ご

と
く
焼
き
払
わ
れ
、
中
学
三
年
の
清
太
は
勤
労
動
員
で
神
戸
製

鋼
所
へ
通
っ
て
い
た
の
だ
が
、
こ
の
日
は
節
電
日
、
御
影
の
浜

に
近
い
自
宅
で
待
機
中
を
警
報
発
令
さ
れ
た
か
ら
…
…
西
へ
歩

い
て
、
石
屋
川
の
川
床
の
、
昭
和
十
三
年
の
水
害
以
後
二
段
に

な
っ
た
そ
の
上
段
の
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
あ
る
く
ぼ
み
に
身
を
か

く
し
た
…
…
草
の
根
た
よ
り
に
堤
防
を
這
い
ず
り
上
る
。
上
っ

て
み
る
と
御
影
第
一
第
二
国
民
学
校
御
影
公
会
堂
が
こ
っ
ち
へ

歩
い
て
き
た
み
た
い
に
近
く
み
え
、
酒
蔵
も
兵
隊
の
い
た
バ

ラ
ッ
ク
も
、
さ
ら
に
消
防
署
松
林
す
べ
て
失
せ
て
阪
神
電
車
の

土
手
が
す
ぐ
そ
こ
、
国
道
に
電
車
三
台
つ
な
が
っ
て
往
生
し
と

る
し
、
上
り
坂
の
ま
ま
焼
跡
は
六
甲
山
の
麓
ま
で
続
く
よ
う
に

み
え
、
そ
の
果
て
は
煙
に
か
す
む
…
…
。
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▲
旧御影町役場屋上から写し
たもの。高架は阪神電鉄。
一面焦土となっている。

（昭和 20 年 6 月 5 日の空襲
から数日後撮影）

◀正面の校舎は当時の御影
第一国民学校。左端は御
影警察署（同上）

（藤田写真機店提供）


